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１．東京大学附属図書館の構成

柏図書館

総合図書館

医学図書館農学生命科学
図書館 工学部

理学部

文学部

薬学図書館

法学部 教育学部

経済学部
図書館

地震研究所

社会科学
研究所

情報学環

史料編纂所

東洋文化
研究所

駒場図書館

生産技術
研究所

先端科学技術
研究センター

数理科学
研究科 物性研究所 宇宙線研究所

医科学研究所 海洋研究所

本郷キャンパス

柏キャンパス駒場キャンパス

中野キャンパス白金キャンパス

情報基盤センター
図書館電子化部門
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附属図書館の組織（附属図書館基本規則）

• 法人化前まで
附属図書館 ＝ 総合図書館 ＋ 部局図書館（約60）

○ 部局図書館の管理･運営は、当該部局がその定めるところにより
これを行なう。

• 法人化後
総合図書館

附属図書館 ＝ 駒場図書館 ＋ 部局図書館（３５）
柏図書館 *H.18.4.1現在

○ 駒場図書館、柏図書館は、部局に属さない図書館という位置付け
○ 附属図書館長は、３館を「掌理」
○ 部局に置かれている図書館・室のうち、「部局図書館」を特定
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２．柏図書館

平成12年3月

「柏図書館
（仮称）」設置に
ついて

（評議会了承）

平成14年12月

補正予算

平成6年12月

柏キャンパスに
おける図書館機能の
あり方について
（図書行政商議会
決定）

平成15年7月

着 工

平成17年2月

全面開館

（正式開館）

平成16年5月

部分開館

（閲覧、貸出などの
一部サービス開始）

平成16年2月

竣 工

平成16年4月

事務組織設置
（3係8名体制）
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東京大学の三極構造

本郷キャンパス

ディシプリン
（伝統的学問分野）

志向

柏キャンパス

トランスディシプリン
（学融合）
志向

駒場キャンパス

インターディシプリン

（学際的学問分野）

志向
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柏キャンパス

• 平成11年度 物性研究所、宇宙線研究所の移転

• 平成14年度 新領域創成科学研究科の移転開始
「学融合」を理念とする新たな大学院

• 地域開放型のキャンパスとして計画

• 柏図書館・・・学融合を目指す知の拠点、
地域に開かれた図書館として計画
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キャンパスデザインと柏図書館

北

南

西 東

ユニバーシティ・グリーン
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柏図書館の基本理念

• 多様な学術情報資源の提供
→ ハイブリッドライブラリ機能

• クリエイティブ空間の充実
→ ソーシャルコミュニケーション機能
→ サイバーメトリック機能

• 社会文化的空間としての充実
→ ソーシャルコミュニケーション機能

• 人と環境にやさしい図書館

• 進化する図書館
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柏図書館の基本機能

サイバー
メトリック機能

ソーシャル
コミュニケーション

機能

ハイブリッド・
ライブラリ機能

異分野、諸外国の
研究者、学生との
交流

大学と地域社会、
産業界との連携・
協働

学習･教育・研究図書館機能 自然科学系雑誌バックナンバーセンター
・図書･雑誌の閲覧・貸出 ・国内最大規模の自動化書庫
・e-Journal、eBOOK、DB ・e-DDS（電子的文献デリバリーシステム）
・ネットワーク環境の提供

多様な情報コン
テンツを活用し
た知的資産創造

の場
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地域に開かれた図書館

• 地域住民へのサービス

• 市立図書館との連携も含めた所蔵資料の閲覧・貸出

• メディアホール、コミュニティサロン等施設の貸出

• 一般市民を対象とした展示会・講演会の開催

• 近隣の産学連携施設や研究施設等との連携
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文献画像ファイル
URL

自然科学系学術雑誌の移管 平成16年度

総合図、医学部、工学部、
理学部、農学部

6,855タイトル 143,582冊

平成17～18年度

総合図、農学部、医科研、
分生研、数理研

平成19～21年度

本郷、駒場の
各図書館・室

第
II
期

50
万
冊

自動化書庫

第
I
期

50
万
冊

○東京大学の研究者・学生等（32,500人）

柏図書館

書庫狭隘化

文献への

効率的アクセス

教育･研究

の推進

３．自然科学系学術雑誌バックナンバーセンター

業務効率化

コスト削減

学習環境の改善

自動化書庫導入

雑誌の集中化

e-DDSサーバ



13

自然科学系雑誌バックナンバーセンター
設置の必要性

• 蔵書収蔵スペースの狭隘化
書架収容率から計算されるオーバーフロー

さらに毎年15万冊の増加

• ILL の利用が多い自然科学系雑誌を
本学の自然科学系学術雑誌は、113万冊
集約化により、３０万冊程度の重複整理が見込まれる
Nacsis-ILL処理件数の９割を複写サービスが占める
電子ジャーナル普及のなかで、紙保存の最後の拠り所

• 科学技術・学術審議会大学図書館等ＷＧの「学術情報基盤
としての大学図書館等の今後の整備の在り方について（中間
報告）」http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/05071402.htm
書庫狭隘化への対応として、自動化書庫等の整備充実を図ることが、
施設増築経費の節減の点からも有効
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４．自動化書庫
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自動化書庫ラックと出納ステーション
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自動化書庫の特長など（１）

• 高い収納密度（省スペース）

• 少ない労力で膨大な量の蔵書を運用可能
出納・返却業務の省力化、資料再配置・移動・点検が不要

• 図書館業務システムとの連動

• OPACの出納指示から出庫まで、平均約２分

• １時間あたり１００コンテナ以上の搬送能力
（連続入出庫時）
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自動化書庫の特長など（２）

• ダブルコンテナ方式
スペースの効率がよい

• 全面、フリーロケーション方式を採用

固定ロケーションとフリーロケーションの併用可能
従来、図書はフリー、雑誌バックナンバーは固定
入庫（返却）のスピードを考慮

• 耐震性に配慮

• 年間保守費
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５．e-DDSサービス

e-DDSサーバ

表示･印刷

文献画像ファイル

スキャン

画像転送

自動化書庫

出納ステーション

出庫指示

出庫

OPACから直接申し込み
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Marine engineering vol.3 No.1 p.1
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包括所蔵形

製本単位データ

自動化書庫呼出

６．ローカルシステムと自動化書庫の連携
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登録番号

コンテナ番号
登録番号

自動化書庫
DB

コンテナ番号Y５
登録番号
登録番号
登録番号
・
・
・

コンテナ番号Y４
登録番号
登録番号
登録番号
・
・
・

コンテナ番号Y３
登録番号
登録番号
登録番号
・
・
・

コンテナ番号Y２
登録番号X１
登録番号
登録番号
・
・
・

コンテナ番号Y１
登録番号
登録番号
登録番号
・
・
・

コンテナ呼出

OPACからの出庫指示

OPACデータ
該当データを

出庫中表示へ変更
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登録番号

自動化書庫
DB

コンテナ返却

コンテナからの出庫

OPACデータ
該当データを

出庫可表示へ変更

利用者へ閲覧サービス
または
職員による画像読み取り

コンテナへ入庫

コンテナ番号
登録番号

登録番号
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自動化書庫のデータ更新

ローカル目録データから
更新データを抽出

条件：配架コード“書庫”

夜間バッチ処理

自動化書庫DB
タイトルマスターテーブル
を更新
出庫中データとして登録

雑誌入庫

即時処理
自動化書庫DB
コンテナ番号と登録番号を
管理データとして入庫中
として登録

雑誌出庫

即時処理
自動化書庫DB
棚データの更新
登録番号を出庫中データ
として更新
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７．所蔵データの問題

１．目録データ変遷情報と学内所蔵データの不整合

２．変遷情報と製本データの対応

データの修正・更新が必要
＊ＮＩＩデータ上の修正を常にローカルへ反映させる必要がある

物理的に製本されているので必ずしも目録データどおりの単位
で製本されているわけではない

＊変遷前の最終巻へ合冊製本されていることを補記

３．図書雑誌の区分と製本データの対応
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Marine engineering
-v.11no.4(1906)

International marine engineering
Vol. 11, no. 5 (1906)-v. 25, no. 8 (1920)

Marine engineering
Vol. 25, no. 9 (Sept. 1920)-v. 26, no. 8 (Aug. 1921)

Marine engineering and shipping age
Vol. 26, no. 9 (Sept. 1921)-v. 40, no. 10 (1935) 

Marine engineering and shipping review
Vol. 40, no. 11 (Nov. 1935)-v. 57, no. 12 (Dec. 1952) 

Marine engineering 
Vol. 58, no. 1 (Jan. 1953)-v. 59, no. 2 (Feb. 1954)

3-4,6-11

12-25

26

27-40

41,44-46,56-57

58-59

変遷情報の例（１）
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Marine log
Vol. 92, no. 11 (Nov. 1987)-

Marine engineering and shipping review
Vol. 59, no. 3 (Mar. 1954)-v. 60, no. 11 (Nov. 1955) 

Marine engineering 
Vol. 60, no. 12 (Dec. 1955)-v. 61, no. 3 (Mar. 1956) 

Marine engineering and the log
Vol. 61, no. 4 (1956)-v. 61, no. 10 (1956) 

Marine engineering log
Vol. 61, no. 11 (1956)-v. 92, no. 10 (1987) 

60

61

［ ］

62-75

柏図書館所蔵無し
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変遷情報の例（２）
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No. 1=Entomological series, no. 1
No. 2=Chemical series, no. 1; 
No. 3=Phytopathological series, no. 1
No. 4=Chemical series, no. 2; 
No. 5=Chemical series, no. 3；
No. 6=Chemical series, no. 4; 
No. 7=Phytopathological series, no. 2; 
No. 8=Chemical series, no. 5; 
No. 9=Chemical series, no. 6; 
No. 10=Entomological series, no. 2; 
No. 11=Chemical series, no. 7; 
No. 12=Chemical series, no. 8; 
No. 13=Phytopathological series, no. 3; 
No. 14=Botanical series, no. 1

継続後誌:Memoirs of the College of Agriculture, … Chemical series
継続後誌:同 Phytopathological series
継続後誌:同 Entomological series
継続後誌:同 Genetical series
継続後誌:同 Horticultural series
継続後誌:同 Agricultural economic series
継続後誌:同 Botanical series
継続後誌:同 Agricultural engineering series
継続後誌:同 Animal science series
継続後誌:同 Crop science series
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８．e-DDSサービス・自動化書庫の効果

• 情報アクセスの利便性向上
来館不要

30分以内に入手可能

同一キャンパス内からのリクエストも受付

• 業務の省力化
雑誌取り出し・返本の効率化

紙のハンドリング不要
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柏図書館e-DDS受付統計
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